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都市部における脳卒中患者の退院時登録と地域ケアヘの展開

退院時の生存状況・後遺症・日常生活動作能力等に関する調査研究
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目的　都市部において，脳卒中発症者に対する地域ケアを効率的に展開する上での基礎資料を得

るために，都市部の基幹病院における脳卒中入院患者の退院時の身体状況や日常生活動作能

力等について調査，分析した。

対象と方法　大阪府Y市内において，脳卒中患者の受診者数が比較的多い4病院（計1,153床）

に入院した脳卒中患者（再発者を含む）を対象に，各病院の医師，ナース，保健婦，メディ

カルソーシャルワーカーの協力を得て，最近1年間の退院時の生死・後遺症の有無・日常生

活動作能力・退院後の療養場所等について全数調査した。

成績　調査期間の1年間で4病院計377人（初発335，再発42）の脳卒中退院例が把握された。退

院時の生存状況は，死亡が101人（27％），生存が276人（73％）であった。生存退院者の退

院時の後遺症については，全年齢で，運動麻痺を有する者は54％を占め，言語障害は27％を

占めた。痴呆は，特に75歳以上で有する者の割合が大きく，18％を占めた。退院後自宅に戻

る者は212人であり，生存退院者の77％を占めた。自宅に戻る者のうち，独立歩行不可（杖

または補装具，車椅子，不可能）の者の割合は31％を占め，着衣，食事，入浴，排泄のいず

れかの一つ以上の動作に介助を要する者の割合は28％を占めた。

結論　Y市4病院の脳卒中生存退院者について，1.退院時に有する後遺症の割合は，運動麻痺

が約5割，言語障害が約3割であること，2.退院後の療養場所は自宅が約8割であり，自宅

に戻る者のうち，独立歩行ができない者の割合は約3割，日常生活動作での要介助者の割合

は約3割をそれぞれ占めること等が示された。

　本研究の波及効果として，1.大阪府の脳卒中地域ケア推進事業における，医療機関から保

健所への脳卒中の報告数が大きく増加した，2.本成績を含む，脳卒中の予防・医療・ケアの

内容を盛り込んだパンフレットが関係機関のネットワーク事業として作成され，Y市全10万

世帯に回覧された。すなわち，都市部における基幹病院からの悉皆的な脳卒中登録を，脳卒

中の予防・医療・ケアに関する行政的な施策へと結びつけることができることが示された。
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